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１．研究目的

本県の主要な漁獲対象種のうち、底魚類１１
魚種の資源状況を漁獲統計調査、市場調査によ
り把握し、科学的評価を行うとともに、資源の
適切な保全と合理的かつ永続的利用を図るため
の提言を行う。また、本調査から得られた主要
底魚類の漁獲動向については、平成２２年の漁
況として別章に報告した。

２．研究方法

主要底魚類１１魚種（ズワイガニ、ベニズワ
イガニ、ニギス、ヒラメ、マダイ、ハタハタ、
タチウオ、カワハギ類、トラフグ、キダイ、ヤ
リイカ）については漁獲統計資料の収集、産地
市場における漁獲物の体長測定、買取り後の生
物精密測定を実施した。さらに、これらの調査
結果をもとに（独）水産総合研究センターおよ
び関係各府県の水産研究機関と協力して、魚種
別の資源評価を行い、ABC（生物学的許容漁獲
量）の推定を行った。

３．研究結果

（１）漁場別漁獲状況調査
小型底びき網漁業については、５６漁労体（平

成２２年９月より５３漁労体）の漁獲成績報告書
の収集、整理を行い、FRESCOシステムにより
データの登録を行った。また、ずわいがに漁業
ならびにべにずわいがに漁業については、漁獲
成績報告書の整理を行い、データベース化を
行った。
（２）生物情報収集調査
主要底魚類１１魚種については、漁獲統計資

料の収集、整理を行った。また、マダイ、ヒラ
メは産地市場における漁獲物の体長測定を実施
し、放流魚の混獲状況の把握を行った。さらに、
（独）水産総合研究センター日本海区水産研究
所、西海区水産研究所が中心となって開催され
る各ブロック資源評価会議に参加し、資源量、
漁獲水準等の推定ならびに管理方策の提言を
行った。
また、（社）全国豊かな海づくり推進協会、

（独）水産総合研究センター各研究機関および
西部日本海沿海各府県が参加する日本海中西部
海域ヒラメ栽培漁業資源回復等事業において、
西部日本海における年級別漁獲尾数および黒化
魚漁獲尾数、黒化魚混獲率の推定を行い、海域
レベルでの放流魚の回収率を推定した。

４．研究成果

漁海況速報トビウオ通信（平成２２年第５号、
平成２３年第１号）において、底びき網漁業の
動向および主要底魚類の資源動向に関して情報
提供を行った。また、本研究で得られた結果よ
り推定された ABCをもとに、ズワイガニの
TAC（漁獲可能量）が設定された。
マダイ、ヒラメについては、市場調査で得ら

れた体長組成および放流魚の混獲率が放流効果
調査資料として利用された。また、日本海中西
部海域ヒラメ栽培漁業資源回復等事業の調査結
果については、栽培漁業資源回復等対策事業
（平成１８～２２年度）総括報告書（（社）全国豊
かな海づくり推進協議会発行）として取りまと
められた。
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